


















国道169号線の湯盛温泉杉の湯バス停より林
道高原洞川線を登っていくと高原集落に至る。
その中程から木地ヶ森方面へ下りていくと、高
原川にアマゴの釣り場がある。そこから高原川
を渡って作業道を車で約10分程度上がり、分岐
を右方向へさらに５分ほど行くと終点の広場に
至る。車を降りてヒノキ林の中を約100m下ると、
樹齢200年くらいのスギ・ヒノキの古木が立って
いる。その下方にヒノキアスナロが35本ほど群
生している。周囲2m前後で、樹齢は周囲のス
ギ・ヒノキと同じくらいと推察される。

 い  ど　

井戸 個人所有 ヤブツバキ

ツバキには何千という品種があるが、自生して
いるもののほとんどがヤブツバキである。ツバキ
で巨樹と呼ばれる基準は幹周り1.5m以上のも
ので、村内で基準をみたしているのはこの一本
のみである。全国的にも珍しい木である。

アスカベ尾 ヒノキアスナロ林
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周囲：1.68m　樹高：4.5m

周囲：1.50 ー 2.15m　
樹高：30.0m
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井光神社の裏山に自生のトチノキ等多くの巨
樹がある。このトチノキは毎年多くの実を落とし、
昔から村人の橡餅づくりに親しまれてきた。

スギとタブノキ

写真のとおり珍しい様である。井光神社の社
叢にあって、樹齢は80年くらいと推定される。
真っ直ぐたっているスギの地上６mくらいの所に、
タブノキが斜めに、まるでスギの幹を貫通してい
るように見える。若木の時代にスギにタブノキ
が接触し、成長していく間にスギの幹がタブノ
キを巻き込んだものと思われる。まさしく自然の
なせる造形である。

井光神社 トチノキ（いかりじんじゃ）

井光神社 （いかりじんじゃ）1818
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周囲：4.20m　樹高：26.0m
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大塔宮神社は昔から「オトサン（大塔さん）」
と呼ばれ、親しまれてきた。かつて、人が住んで
いたと思われ、石垣の積んである平らな場所が
いくつも見られる。境内にはスギの巨樹がたくさ
んそびえ立っている。

ブナ

ブナは温帯の落葉広葉樹の代表的な樹種で
ある。標高800-1,000mぐらいの奥地に群生し、
発達している。大塔さんのような里山で、しかも
単木で生育している巨樹は珍しい。

スギ 
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① 周囲：4.78m　樹高：45.0m
② 周囲：4.60m　樹高：45.0m
③ 周囲：4.20m　樹高：45.0m

周囲：2.69m　樹高：32.0m

  せ　と

瀬戸

  せ　と

瀬戸

大塔宮神社（おおとうのみやじんじゃ）

大塔宮神社（おおとうのみやじんじゃ）





金剛寺の釣鐘堂の前にあるものが最も大きく、
奈良の巨樹にも数えられている。高台にあるた
め、永年の風雪に耐えきれず破損が激しく、内
部に大きな空洞ができている。この他にも大き
なケヤキが数本ある。

カゴノキ

自天王が身につけられていた刀や鎧などを
祀った宝物殿があり、その裏にカゴノキが立って
いる。村内では大きなカゴノキは数少ない。

ケヤキ

じてんのう
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① 周囲：6.50m　樹高：30.0m
② 周囲：4.29m　樹高：30.0m
③ 周囲：4.24m　樹高：30.0m
④ 周囲：4.07m　樹高：33.0m

周囲：2.34m　樹高：18.0m

 こうのたに

神之谷

 こうのたに

神之谷

金 剛 寺（こんごうじ）

金 剛 寺（こんごうじ）
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